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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年7月30日(2020.7.30)

【公開番号】特開2019-11280(P2019-11280A)
【公開日】平成31年1月24日(2019.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2019-003
【出願番号】特願2017-128788(P2017-128788)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/85     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ    8/85     　　　　
   Ａ６１Ｑ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/34     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月17日(2020.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記成分（Ａ）及び（Ｂ）を含有することを特徴とする油性化粧料。
　　（Ａ）ダイマー酸エステルの共重合体
　　（Ｂ）ポリオール
【請求項２】
前記成分（Ａ）が、（イソステアリン酸ポリグリセリル－２／ダイマージリノール酸）コ
ポリマー、（イソノナン酸ポリグリセリル－２／ダイマージリノール酸）コポリマー、（
ジエチレングリコール／水添ダイマージリノール酸）コポリマーから選ばれる１種または
２種以上であることを特徴とする請求項１に記載の油性化粧料。
【請求項３】
前記成分（Ｂ）が、プロピレングリコール、１，３－ブチレングリコール、ジプロピレン
グリコール、ペンチレングリコールより選ばれる１種または２種以上であることを特徴と
する請求項１または２記載の油性化粧料。
【請求項４】
前記成分（Ｂ）を油性化粧料全体に対して０．０１～１０質量％含有することを特徴とす
る請求項１から３の何れか一項に記載の油性化粧料。
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